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 私は、校長室そうじをしていました。その

時、歴代の校長先生の写真を見て、なぜ小学

校には女の先生が多いのに男の校長先生が多

いのだろうとぎ問に思いました。 

 そこで、昔校長先生をしていたおばあさん

にくわしく話を聞きました。すると、 

 「昔は女の先生はあまり校長先生にならず

男の校長先生がほとんどだったよ。」 

と言っていました。それを聞いて私は、もう

少し女の人が校長先生になってもいいのにと

思いました。他にも、かん護師さんや保育園

の先生は、女の先生が多いように感じます。

逆に男の人が多い職業は、タクシーやバスの

運転手や消防士などです。だから私は、女の

人と男の人でちがいがあるように感じました。

その事を見たり聞いたりして、なぜちがいが

あるように感じるのだろうとぎ問に思いまし

た。そこで理由を考えてみると、性別によっ

て職業にちがいをつけることが当たり前の考

え方になっているのだと思いました。 

 この前、私は病院に予防接種をしに行きま

した。そこでお医者さんの後ろに、女の人が

いました。父は、 

 「昔はかん護師さんではなくかん護婦さん

と呼んでいたんだよ。」 

と教えてくれました。保育士さんも保母さん

と呼ばれていたそうです。女の人が就くイメ

ージがあったのだと思ったし、男の人は、就

きにくいのかなあと思いました。 

 また、こんなこともありました。テレビで

オリンピックを見ていた時に、ウェイトリフ

ティングを見ていたら、男から女に性別をか

えた選手が出ていました。出てもいいのかな

と思ったけれど、みんなが認めてくれたこと

で当たり前になったのかな、と感じました。 

 さらに、テレビで女の人が、護衛かんのか

ん長に就いたのを見ました。それを見て、女

も男も性別関係なく、かつやくできるのだな

と知りました。 

 昔は、「男だから」とか「女だから」といっ

た時代があったそうです。それは、時代の考

えもあって、だれが悪い、ということは、な

いと思います。だんだんいろいろな考えも出

てきたり、外国の考えも入ってきたりして、

少しずつ、世の中の考えも変わってきました。

それによって、就く仕事や家の仕事も決めら

れていたこともあった、と祖父から話を聞き

ました。性別だけで、決められた時代が、ほ

んの数十年前まであったそうです。 

 これからの時代は、性別だけで、判断され

ることなく、男の人も女の人も平等に働いた

り、生活したりできるようになるといいな、

と思います。そして、一人一人が認め合って、

平等の考え方が当たり前になるといいです。 


